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９月～１０月にかけて、地域で学び続けるこ
とについて、社会教育委員や公民館関係者の
方々と共に研修する機会が多くありました。本
号では、その一部をご紹介します。

過去の「共に歩まん」はこちら↑

←過去の「マナビィ通信」は
こちら

長野県社会教育研究大会

人と地域をつなぐ大桑村の社会教育【実践発表：大桑村】
大桑村では、社会教育委員が中心となり「大桑村の明日を語る集い」の企画内容

の検討、運営などを行っています。この集いは、住民による村づくりの一端を担っ
ており、２０年以上の歴史をもつ集いとなっています。この集いで出された意見が
次年度以降の大桑村の社会教育事業に生かされます。毎年、小学生からお年寄りま
で、多世代の住民が参加します。
昨年度は「大桑村をもっともっと知ろう！」をテーマに、村内を探索するコース

と草木染めを体験するコースを開催しました。探索コースでは村内の史跡を巡り、
草木染めコースでは村内の植物を使って草木染めを体験するなど、参加者にとって
多くの学びや気づきがある機会となりました。

この２つのコースを開催するにあたって、探索コースの担当者は、地域の史跡を
調べ、場所の選定をし、草木染めコースの担当者は、染色家の工房で草木染めを自
ら体験するなど、自分自身が情報収集を行いながら準備を整えました。
集いの最後には参加者同士で感想を伝え合い、「交流が新鮮で楽しかった」「子

どもたちが村にどんな思いをもっているか知れて良かった」など、多くの感想が共
有されました。
「大桑村の明日を語る集い」は、社会教育委員の事前の準備によって、参加者が

多くの学びや気づきを得る場だけでなく、参加者同士の多世代交流の場となり、住
民同士のつながりが生まれ、有意義な情報交換の場となりました。これがきっかけ
となり、住民の地域愛や大桑村の今後ますますの発展へつながっていくと思います。

【探索コースの様子】

【草木染めコースの様子】

【県宝「悠久のほほ笑み」】

日本固有の文化 折紙で芸術を学ぼう【講師：布施知子氏】
北アルプス国際芸術祭2024に自身の作品を出展するなど、折り紙作家として国

内外で活躍する布施知子氏を講師に招き、折り紙で箱作りをしました。箱の見本を

見た瞬間、参加者からは「素敵！」「難しそう」「どうやって作っているの？」な

どの声が上がり、楽しみと不安が混ざっているようでした。しかし、布施先生の丁

寧な説明のおかげで、参加者全員が箱を完成させることができました。また、「そ

の色合いがいいですね」「箱に何を入れますか」など、自然と生まれる会話を楽し

みながら箱作りを進める様子が見られました。

第５６回大北公民館大会 ～分科会 折り紙でつくろう～

【完成した折り紙の箱】

【社会教育委員とは】
社会教育法に規定され、社会教育に関する計画の立案

や調査研究を行うなど、社会教育に関して教育委員会に
助言をする役割を果たしています。
社会教育委員は学校教育関係者や社会教育関係者、学

識経験者、家庭教育の向上に資する活動を行う方々に委
嘱され、地域において社会教育に優れた知見を有する
人々の知識を社会教育行政に反映させていくことが期待
されています。（文部科学省の資料より）

【参加者からの感想】
・村に住んでいても知らない所がたくさんあることに気づいた
・大桑村は歴史ある村だと思った
・ブルーベリーで染めた色の干す前と後での違いに驚いた
・サクラの幹で染まることに驚いたが、香りもよく優しい色に染まった

～子どもも大人も学び続ける社会に向かって～～子どもも大人も学び続ける社会に向かって～



地域には宝物（人・もの・こと）がいっぱい。改めて地域に目を向けてみたいですね。また、地
域の活動を盛り上げようと試行錯誤しながらチャレンジしている方もたくさんいます。まずは
「やってみる」ことが大切ですね。それが、様々な人と出会い、つながり、さらには新たな展開や
発展へと動いていくと思います。

第７３回長野県公民館大会

公民館の挑戦～持続可能な公民館活動への新たなチャレンジ～【実践発表：山形村】
山形村公民館では、「参加者や開催内容が固定化しがち」「新規参加が少ない」

「新しい内容が少ない」などの課題解決に向けて、様々な取り組みを積極的に行いま
した。山形村公民館が取り組んだ【参加者を増やすための挑戦】を紹介します。

【挑戦①～新しい講座等の企画～】
『レッツチャレンジ！今風公民館』を目標に、多様な世代・ニーズに応える新しい

講座の企画、住民の要望の把握、活動のＰＲを強化し、持続可能な運営を目指して取
り組みました。山形村にある清水寺でのお茶教室、ニュースポーツ、多世代交流のお
やき＆豚汁づくり、ワクワクする新しい企画に関しては「とりあえずやってみる」を
重視し、様々な企画を積極的に実施しました。

【挑戦②～出張講座・他団体との協力～】
村内外施設での出張講座を実施したり社会福祉協議会やサークル活動とコラボした

りして、お互いの強みを生かしたイベントを企画・開催し、協力して運営をしました。

【挑戦③～村民のニーズの調査～】
公民館の窓口やホームページで公民館の講座のリクエストを募集したり、講座に参

加した方から感想を丁寧に聞き取ったりしながら、村民のニーズを調査しました。

【挑戦④～公民館活動のＰＲ活動強化～】
村民が公民館活動を知らないという実態から、村内放送のケーブルテレビやホーム

ページを活用して講座案内をし、図書館の司書の方からも講座の案内をしてもらいま
した。さらに、視覚的に楽しいチラシの作成、館報、ＬＩＮＥなど、多様な媒体を利
用したり、村内施設と連携して情報配信やイベントの案内をしたりするなど、村民に
情報が広く伝わるようにＰＲ活動を行いました。

挑戦の結果、令和５年度の参加者９４名から令和６年度の参加者は４１５名と、大
幅に増加しました。今後も公民館活動をより一層盛り上げていくためにも、多様な
ニーズに応える新たな企画の推進、次世代を担う人材の育成と参加促進、マンネリ化
の防止、参加者層の拡大や深化などに向けて、山形村公民館の挑戦は続きます。

中信地区社会教育委員連絡協議会 秋の研修会～麻績村～

麻績神明宮と伊勢神宮【講師：聖博物館名誉館長 宮下健司氏】
令和７年度の秋の研修会は、聖博物館名誉館長の宮下健司氏を講師に招き、麻績村

を会場として、麻績神明宮と伊勢神宮について講演をしていただくとともに、麻績神

明宮での現地研修を行ったことで、多くの学びを得る研修会となりました。

宮下先生からは、麻績神明宮と伊勢神宮の関係、歴史、伊勢神宮の式年遷宮などを

教えていただきました。特に令和７年度は、伊勢神宮の第６３回式年遷宮という２０

年に一度の貴重な年であり、新社殿の御造営用材の中でも特に重要な御神体をお納め

する「御樋代（みひしろ）」には上松町の木曽ヒノキが使われること、この用材は「御神

木」と称されていること、上松町では御杣始祭（みそまはじめさい）という儀式が執り行

われること、御神木の伐採方法は、三ツ紐伐り（みつひもぎり）という古式の作法で伐り

倒すこと、伐採された御神木が上松町から三重県伊勢まで、各地の願いや思いが込め

られて運ばれていく様子などを分かりやすく説明をしていただきました。

【講演会の様子】

【麻績神明宮
見学の様子】

【出張講座
お茶教室in清水寺】

【多団体とコラボ
して企画・運営】

【ＰＲ活動強化】

【参加者の感想】
・講師の宮下さんのお話がとても熱があり、分かりやすく、充実した時間でした。
・宮下さんの溢れ出てくるような講演、感銘を受けました。豊富な資料と共に上手な話
術で引き込まれました。伊勢神宮との深い関わりを知ることができて良かったです。

・お宮の歴史、信仰の積み重ねに触れて、重要文化財に指定されたことの地域の皆さん
の信念がひしひしと伝わりました。

・宮下さんの説明を聞きながらの現地研修は、麻績神明宮の素晴らしさをより鮮明に脳
裏に焼き付けることができました。歴史的建造物に興味がある人と再訪したいです。
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